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第
4
号

【
病
院
顧
問

産
婦
人
科
医

蜂
須
賀

徹

談
】

田
川
市
に
あ
る
後
藤
寺
の
病
院

と
言
え
ば
社
会
保
険
田
川
病
院

（
３
３
５
床
）
。
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
や
地
域
医
療
支
援
病

院
等
の
認
定
を
受
け
て
い
る
田
川

地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
。

腹
腔
鏡
手
術
と
は

そ
ん
な
社
会
保
険
田
川
病
院
産

婦
人
科
で
、
こ
こ
数
年
腹
腔
鏡
手

術
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。

腹
腔
鏡
手
術
と
は
、
お
へ
そ
に

開
け
た
約
1
㎝
の
穴
よ
り
腹
腔
鏡

（
内
視
鏡
）
を
い
れ
、
お
腹
を
膨

ら
ま
せ
た
状
態
に
し
て
腹
腔
内
の

手
術
を
す
る
こ
と
だ
。
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
な
が

ら
、
下
腹
部
に
さ
ら
に
２
～
３
か

所
小
孔
を
開
け
、
お
腹
の
中
に
鉗

子
と
い
う
専
用
の
器
械
を
出
し
入

れ
し
な
が
ら
お
腹
の
中
で
手
術
操

作
を
行
な
う
。
手
術
後
の
傷
あ
と

が
小
さ
い
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
で
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
に
急

速
に
産
婦
人
科
手
術
の
中
心
的
方

法
と
し
て
広
ま
っ
た
。
術
後
の
回

復
が
早
く
、
痛
み
も
少
な
く
、
傷

跡
も
目
立
た
な
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢
腫
と

い
っ
た
婦
人
科
の
病
気
は
二
十
代

～
四
十
代
の
比
較
的
若
い
女
性
に

多
く
み
ら
れ
る
病
気
で
あ
る
が
、

多
く
の
場
合
、
腹
腔
鏡
手
術
が
可

能
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
製

鉄
記
念
八
幡
病
院
で
婦
人
科
内

視
鏡
手
術
を
中
心
に
診
療
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
婦
人
科
悪

性
腫
瘍
だ
け
で
な
く
、
子
宮
筋

腫
や
子
宮
内
膜
症
な
ど
の
良
性

腫
瘍
、
ま
た
最
近
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
骨
盤
臓
器
脱
な
ど
の

疾
患
に
つ
い
て
も
最
新
の
治
療

を
ご
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。PR

２
０
２
１
年
１
０
月
１
日
よ
り
、

社
会
保
険
田
川
病
院
顧
問
と
し
て

産
婦
人
科
医
蜂
須
賀
徹
が
着
任
し

た
。
彼
は
、
炭
鉱
が
ま
だ
盛
ん
な

こ
ろ
田
川
市
伊
田
の
ボ
タ
山
の
麓

で
生
ま
れ
た
。
順
天
堂
大
学
を
卒

業
し
、
九
州
大
学
産
婦
人
科
教
室

に
入
局
。
病
理
学
教
室
で
研
究
生

活
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
佐
賀

医
科
大
学
産
婦
人
科
、
福
岡
大
学

産
婦
人
科
を
経
て
２
０
０
６
年
か

ら
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
は
産
業

医
科
大
学
産
婦
人
科
教
授
を
務
め
、

北
九
州
地
区
の
婦
人
科
内
視
鏡
手

術
の
発
展
と
婦
人
科
悪
性
腫
瘍
の

治
療
に
力
を
注
い
で
き
た
。
教
授

在
任
期
間
だ
け
で
も
婦
人
科
悪
性

腫
瘍
約
３
５
０
例
、
婦
人
科
内
視

鏡
手
術
約
４
３
０
例
の
手
術
を
担

当
。

右
の
グ
ラ
フ
は
、
当
院
に
お

け
る
2
０
１
８
年
か
ら
の
半

期
別
手
術
件
数
の
推
移
で
あ
る
。

腹
腔
鏡
手
術
件
数
を
見
て
い
く

と
、
２
０
２
１
年
か
ら
前
年
と

比
較
し
て
約
３
倍
に
増
加
し
て

い
る
の
が
わ
か
る
。

腹腔鏡手術
蜂須賀医師
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高度急性期・急性期医療を中心に、回復期、慢性期、在宅に至る幅広い医療を
提供。『地域医療支援病院』『開放型病院』『地域がん診療連携拠点病院』
『救急告示病院』『臨床研修指定病院（医師・歯科医師）』『福岡県肝疾患専
門医療機関』などの指定を受け、職員一同、田川地域の医療を守るために奮闘。
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「ひとちゅう」とは、社保田川病院
の経営理念である～人生100年を支
える人中心の医療～から来ており、
略して”ひとちゅう”。

内科：消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、糖尿病内分泌内科・外科：消化器外科、乳腺外科・緩和ケア内科
・放射線治療科・放射線診断科・病理診断科・脳神経外科・整形外科・産婦人科・耳鼻咽喉科・皮膚科・泌尿器
科・形成外科・眼科・歯科口腔外科・リハビリテーション科・麻酔科・老年内科・訪問診療・健康管理センター

人
間
の
身
体
は
約
六
十
兆
個
と
言

わ
れ
る
多
く
の
細
胞
か
ら
で
き
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
細
胞
は
一
定
の
期
間

が
く
る
と
消
滅
し
、
新
た
な
細
胞
に

置
き
換
わ
る
。
例
え
ば
、
皮
膚
細
胞

の
寿
命
は
二
十
八
日
間
で
あ
り
、
古

く
な
っ
た
細
胞
は
剥
離
し
て
新
し
い

皮
膚
に
置
き
換
わ
る
。
一
方
、
何
ら

か
の
機
転
で
細
胞
が
死
な
ず
に
増
え

続
け
る
と
、
塊
（
腫
れ
物
）
が
で
き

る
が
、
そ
れ
を
腫
瘍
と
言
う
。

婦
人
科
の
腫
瘍
と
は

妊
孕
性
温
存
療
法
と
は

腫
瘍
に
は
他
の
臓
器
へ
の
転
移
や

周
辺
へ
の
浸
潤*¹

を
お
こ
す
悪
性
腫

瘍
と
、
そ
れ
ら
を
お
こ
さ
な
い
良
性

腫
瘍
と
が
あ
る
。
子
宮
筋
腫
は
大
き

く
な
っ
て
も
転
移
や
浸
潤
を
お
こ
さ

な
い
の
で
良
性
腫
瘍
と
さ
れ
る
。

一
方
、
子
宮
頸
が
ん
は
転
移
や
浸

潤
を
お
こ
す
の
で
悪
性
腫
瘍
と
さ
れ

て
い
る
。
腫
瘍
は
遺
伝
子
の
異
常
で

惹
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。

出展：日本産婦人科学会HPより 出展：日本産婦人科学会HPより

子宮筋腫治療の事例（３０歳代女性）

症

状

当

院

へ

受

診

腹

腔

鏡

手

術

退

院

診

察

と

検

査

内

服

薬

治

療

✓
月
経
の
量
が
多
く

な
っ
た
。

✓
階
段
を
上
が
る
と
息

切
れ
が
す
る
。

✓
超
音
波
検
査

１
０
㎝
大
の
子
宮
筋
腫
。

✓
採
血

高
度
の
貧
血
。

✓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

１
０
㎝
大
の
子
宮
筋
腫

を
子
宮
内
腔
側
に
確
認
。

◀

※

悪
性
腫
瘍
は
否
定
的
。

ま
ず
お
薬
で
月
経
を
止
め

て
貧
血
を
改
善
。

子
宮
筋
腫
が
小
さ
く
な
れ

ば
腹
腔
鏡
手
術
を
行
う
。

６
か
月
内
服
後
。

貧
血
も
改
善
し
子
宮
筋

腫
も
６
㎝
ま
で
小
さ
く

な
っ
た
た
め
、
腹
腔
鏡

手
術
に
て
子
宮
全
摘
術

を
行
っ
た
。
手
術
時
間

は
２
時
間
３
０
分
。

術
後
の
痛
み
は
は
と
ん

ど
な
く
、
経
過
良
好
で

術
後
早
期
に
退
院
。

婦
人
科
手
術
に
対
し
て
積

極
的
に
腹
腔
鏡
手
術
が
応

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

術
中
、
術
後
の
患
者
さ
ん

の
負
担
は
大
き
く
改
善
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
腹
腔
鏡
を
使
用
す
る
か

ど
う
か
は
、
慎
重
な
判
断

が
必
要
で
あ
り
主
治
医
の

先
生
と
十
分
に
相
談
し
て

決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

子
宮
筋
腫
は
三
十
歳

以
上
の
女
性
の
20
～

30
％
に
み
ら
れ
る
珍
し

く
な
い
腫
瘍
で
あ
る
。

筋
腫
は
卵
巣
か
ら
分
泌

さ
れ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
よ
っ
て
大
き
く
な
る
。

お
も
な
症
状
は
、
月

経
量
が
多
く
な
る
こ
と

と
月
経
痛
。
そ
の
他
に

月
経
以
外
の
出
血
、
腰

痛
、
頻
尿
（
ト
イ
レ
が

近
い
）
な
ど
が
あ
る
。

子
宮
の
内
側
に
で
き
た

筋
腫
は
小
さ
く
て
も
症

状
が
強
く
月
経
量
が
多

く
な
る
。
逆
に
子
宮
の

外
側
に
で
き
た
筋
腫
は

大
き
く
な
っ
て
も
症
状

が
で
な
い
傾
向
が
あ
る

た
め
、
治
療
が
必
要
か

ど
う
か
も
で
き
た
場
所

や
症
状
に
よ
っ
て
異
な

る
。
妊
娠
し
に
く
い
、

流
産
し
や
す
い
な
ど
の

症
状
も
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

治
療
法
に
は
薬
と

手
術
が
あ
る
。
子
宮

筋
腫
を
根
本
的
に
治

す
薬
は
な
い
が
、
薬

で
子
宮
筋
腫
を
小
さ

く
し
た
り
、
出
血
や

疼
痛
な
ど
の
症
状
を

軽
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
薬
に
よ

る
治
療
は
、
手
術
前

一
時
的
な
使
用
や
、

閉
経
が
近
い
年
齢
の

方
な
ど
の
一
時
的
治

療
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
手
術

は
、
子
宮
鏡
手
術
、

腹
腔
鏡
手
術
、
開
腹

手
術
な
ど
が
あ
る
。

将
来
子
供
が
ほ
し
い

人
や
子
宮
を
残
す
希

望
の
強
い
人
で
は
筋

腫
だ
け
取
る
手
術
を

実
施
す
る
。
従
来
は

す
べ
て
開
腹
手
術
で

行
っ
て
い
た
が
、
最

近
は
可
能
な
症
例
は

腹
腔
鏡
手
術
で
行
う

こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

症

状

当

院

へ

受

診

経

過

観

察

後

診

察

と

検

査

化

学

療

法

併

用

放

射

線

療

法

子宮頸がん治療の事例（３０歳代女性）

✓
一
年
ほ
ど
前
か
ら

月
経
以
外
に
持
続
的

に
性
器
か
ら
出
血
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

✓
最
近
腰
痛
も
ひ
ど
く

な
っ
た
。

✓
診
察

子
宮
頚
部
に
５
㎝
大
の
腫
瘍
を

認
め
出
血
し
や
す
い
状
態
で
あ
っ

た
。
病
変
の
広
が
り
は
、
右
骨
盤

に
達
し
て
い
た
。

✓
子
宮
頚
部
細
胞
診
検
査

扁
平
上
皮
が
ん
で
あ
っ
た
。

✓
組
織
検
査

扁
平
上
皮
が
ん
で
あ
っ
た
。

✓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

子
宮
体
部
に
及
ぶ
５
㎝
大
の

腫
瘍
を
確
認
。

✓
Ｃ
Ｔ
検
査

骨
盤
内
リ
ン
パ
節
に
腫
大
を

認
め
た
。

◀

※

子
宮
頸
が
んⅢ

C
1

期
と
診
断
。

浸
潤
が
進
ん
で
い
る
た
め

手
術
療
法
は
対
象
と
な
ら

ず
、
化
学
療
法
併
用
の
放

射
線
療
法
が
約
１
か
月
半

か
け
て
行
わ
れ
た
。

９
か
月
後
右
骨
盤
底
に
３

㎝
大
の
腫
瘍
。
ま
た
大
動
脈

周
囲
の
リ
ン
パ
節
の
腫
大
を

認
め
転
移
性
再
発
と
診
断
。

今
後
、
免
疫
療
法
＋
分
子

標
的
薬
、
化
学
療
法
の
こ
れ

ら
３
種
を
組
み
合
わ
せ
た
治

療
法
を
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

現

在

継

続

中

近
年
再
発
し
た
子
宮
頸
が

ん
に
対
し
て
も
有
効
な
治

療
法
が
開
発
さ
れ
て
き
て

お
り
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

子
宮
に
で
き
る
が
ん
と
し
て
、
以

前
は
子
宮
頸
が
ん
が
一
番
で
あ
っ
た

が
、
最
近
は
子
宮
体
部
に
で
き
る
子

宮
内
膜
癌
の
方
が
多
く
み
ら
れ
る
。

し
か
し
日
本
で
は
現
在
二
十
～
三
十

歳
代
の
若
い
女
性
に
子
宮
頸
が
ん
が

増
加
し
て
お
り
、
婦
人
科
腫
瘍
専
門

医
の
中
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下

H
P
V

）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
こ
の
感
染
を
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

し
て
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
抑
え
よ

う
と
す
る
の
がH

P
V

ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

婦
人
科
専
門
医
に
相
談
し
て
接
種
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
ま
た
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
も
う
一
つ
の
柱

が
子
宮
頸
部
細
胞
診
検
査
で
あ
る
。

二
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
2
年
に
1

回
の
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
が
勧
め
ら

れ
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
の
症
状
は
予
期
し

な
い
性
器
出
血
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
症
状
が
あ
る
方
は
、
婦
人
科
に

早
め
に
か
か
り
診
察
を
受
け
る
こ

と
。
ま
ず
は
子
宮
頸
部
の
細
胞
診

検
査
を
行
う
。
細
胞
診
の
結
果
、

前
が
ん
病
変*

²

や
が
ん
の
疑
い
が

あ
る
場
合
に
は
、
コ
ル
ポ
ス
コ

ピ
ー
と
い
う
拡
大
鏡
で
病
変
部
の

観
察
を
行
い
な
が
ら
子
宮
頸
部
の

組
織
を
採
取
し
、
前
が
ん
病
変
ま

た
は
浸
潤
が
ん
で
あ
る
か
の
診
断

を
行
う
。
も
し
浸
潤
子
宮
頸
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
ら
、
次
に
画
像
検

査
（C

T

、M
R
I

、P
E
T

な
ど
）
を

行
い
、
子
宮
の
周
囲
に
あ
る
組
織

へ
の
が
ん
の
広
が
り
や
リ
ン
パ

節
・
他
臓
器
へ
の
転
移
の
有
無
を

調
べ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ

き
、
が
ん
の
進
行
期
を
決
定
す
る
。

子
宮
頸
が
ん
の
治
療
方
法
は
、

手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
化
学

療
法
（
抗
が
ん
剤
）
の
3
つ
を
単

独
、
も
し
く
は
組
み
合
わ
せ
て
行

う
。
さ
ら
に
最
近
は
、
一
部
の
免

疫
療
法
、
分
子
標
的
療
法
な
ど
も

治
療
効
果
を
認
め
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
病
気
の
進
行

期
と
患
者
さ
ん
の
年
齢
や
治
療
後

の
妊
娠
希
望
の
有
無
、
基
礎
疾
患

（
持
病
）
の
有
無
な
ど
に
よ
り
、

担
当
医
と
十
分
に
話
し
合
っ
て
最

適
な
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

妊
孕
性
と
は
、
妊
娠
す
る
た
め
に
必

要
な
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
妊
孕
性
は
、

女
性
に
も
男
性
に
も
関
わ
る
こ
と
で
、

妊
娠
す
る
た
め
に
は
卵
子
と
精
子
が
必

要
と
な
り
、
卵
巣
、
子
宮
、
精
巣
な
ど

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
が

ん
等
の
治
療
で
は
、
手
術
や
抗
が
ん
剤

治
療
、
放
射
線
治
療
な
ど
に
よ
る
影
響

で
、
妊
孕
性
が
低
下
し
た
り
失
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

妊
孕
性
温
存
療
法
と
は
、
将
来
自
分

の
子
ど
も
を
授
か
る
可
能
性
を
残
す
た

め
に
、
が
ん
治
療
の
前
に
、
卵
子
や
精

子
、
受
精
卵
、
卵
巣
組
織
の
凍
結
保
存

を
行
う
治
療
の
こ
と
で
あ
る
。
希
望
を

も
っ
て
が
ん
治
療
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
治
療
が
あ
る
。

大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
治
療
法

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
後
悔
の

な
い
選
択
を
す
る
こ
と
。
ま
ず
は
、
主

治
医
の
先
生
に
希
望
を
伝
え
、
必
要
時

に
は
生
殖
医
療
医
と
よ
く
話
し
あ
い
、

適
切
な
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。

PR

お待ちして
まーす♬

お申込みは
こちらから
▶▶▶

2024年3月2日(土)
13:30~

*¹浸潤：浸潤とは、がんが周りに広がっていくこと。「浸」はしみることで、「潤」はうるおって水気を帯びること。

浸潤は、水が少しずつしみ込んでいくように、がん細胞が周囲の組織を壊しながら入り込み、次第に拡大していく。

*²前がん病変：がんになる手前の状態にあるという意味。 まだ「がん」になっていない状態のため、「前がん病変」の段階で治療を行えば、ほとんどの場合、完治する。

そのため「がん」になる手前の「前がん病変」の段階で発見し、適切な治療を行うことがとても大切である。

に
ん

よ
う

せ
い

漿膜下筋腫

大きくなるまで症状が乏しい。

筋層内筋腫
小さいものでは症状があ
りませんが、大きくなると
不正出血や流・早産の
原因となります。

粘膜下筋腫
不正出血や不妊症
の原因になります。

子宮頸がん

卵巣

卵管子宮内膜子宮体部

子宮頚部

社保田川病院の
診療科ラインナップ


